
【万座ビーチ】サンゴ礁保全の取り組み 国際基準プログラム
『Green Fins』参加へ

サンゴの宝庫、沖縄の海を未来へ

ANAインターコンチネンタル万座ビーチリゾート (沖縄県恩納村、総⽀配⼈ダレン・モリッシュ、客室数４００室)は２０

２１年６⽉、サンゴ礁を保全することを⽬的とした取り組み「Green Fins（グリーン・フィンズ）」への参加を表明しま

した。

グリーン・フィンズとは、２００４年に国連環境計画（UNEP）とイギリスのリーフワールド財団によりスタートした取

り組みで、環境に配慮したダイビングやシュノーケリングのガイドラインを作成し、普及させていくことを通してサンゴ

礁を保全することを⽬的としています。設⽴以来、世界11ヵ国・約６００のダイビングショップが認定されています。

当リゾートが位置する恩納村は２０１８年７⽉に〜世界⼀サンゴに優しい村〜「サンゴの村宣⾔」をし、２０１９年には

内閣府よりSDGs未来都市に選定されました。そして、２０２０年４⽉、⽇本で初めてクリーン・フィンズの導⼊を決め

、世界⽔準のスマート・エコリゾートを⽬指します。

ANAインターコンチネンタル万座ビーチリゾートは恩納村で開業し、今年で３８年を迎えます。観光業に携わる当リゾー

トもまた、恩納村の豊かな⾃然環境に多⼤なる恩恵を受けており、これまで国内外から多くの観光客のみなさまに選ばれ

て参りました。このたび、環境配慮を通して体験の質を上げることで、その豊かな⾃然あふれる社会を持続可能なものに

していくという恩納村の取り組みに賛同し、グリーン・フィンズへの参加を表明いたしました。

年間約１５万⼈の⽅がビーチ利⽤に訪れる当リゾートが、恩納村エリアのリゾートホテルに先駆けてこの価値ある取り組

みに参加することで、恩納村が⽬標とする、２０３０年には村内全てのダイビング・シュノーケリング事業者がグリーン

・フィンズから正式認定されることに貢献できると考えます。

 ANAインターコンチネンタル万座ビーチリゾートは、グリーン・フィンズ正式認定に向け今後も恩納村と協⼒し、ガイ

ドラインの遵守、また積極的にグリーン・フィンズの周知活動を⾏って、環境に優しい世界⽔準のリゾートを⽬指してま
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いります。

 

ガイドラインに則った当リゾートの取り組み

マリンレジャーに携わるスタッフ全員がグリーン・フィンズの講習会に参加しました。

その意味を正しく理解し、当リゾートへ訪れる多くのみなさまに、楽しみながらサンゴの海の素晴らしさを知っていただ

き、環境へ配慮することの⼤切さを広めていくことが私たちの使命と考えます。

【今、私たちにできること】

・アクティビティ参加前のプレゼンテーション

・ガイドラインの掲⽰

・餌付けの禁⽌

・シュノーケリングツアーへ参加する際は、ライフジャケット着⽤を義務付け

・⼿袋を着⽤しないことの推奨

・リーフセーフな⽇焼け⽌めの導⼊と使⽤の推奨

 

当リゾートのこれまでの取り組みに

ANAインターコンチネンタル万座ビーチリゾートでは、２００３年からサンゴ保全に取り組む「チーム美らサンゴ」の⽴

ち上げに携わり、２００５年からはサンゴの天敵であるオニヒトデの駆除作業と⽔中のクリーン活動、サンゴの苗の植え

付けを⾏っております。２０１９年からはサンゴの苗づくり体験を商品化し、参加費の⼀部をサンゴの保全活動へ寄付す

るプログラムを企画し、多くのみなさまにご参加いただいております。

また、毎⽉1回「リゾートクリーニングデイ」を設け、従業員がビーチを中⼼にリゾート全体の清掃作業を実施するほか

、サンゴ保全について学び、年に数回ビーチクリーン活動を⾏っております。



私たちは持続可能な開発⽬標（SDGs）を⽀援しています

 

 

万座沖のサンゴ礁の現状

 

万座エリアのサンゴ畑（養殖サンゴ）

当リゾート敷地内にある万座ビーチは、遠浅の美しいサンゴ礁が広がっております。しかし、１９９６年にはオニヒトデ

が⼤発⽣し、１９９８年に起こった世界的な海⽔温上昇で、万座沖のサンゴも⼤きな打撃を受けました。この現状を打破

するために、村や恩納村漁協による様々なプロジェクトが進められ、２０１０年以降はゆるやかに回復しています。

【新型コロナウィルス感染症への当リゾートの取り組みについて】

IHGホテルズ＆リゾーツでは、新たな科学に基づく⼿順とサービスの基準を取り⼊れるため、Cleveland Clinic（クリー

ブランドクリニック）、Ecolab（エコラボ）、Diversey（ディバーシー）といった業界トップの専⾨機関との提携、更

にIHGクリーンプロミスを全世界で導⼊しました。

当リゾートにとって、お客様及び従業員の安⼼・安全は最優先事項です。営業にあたり、強化されたIHGの衛⽣基準「IH

Gウェイオブクリーン」の⼿順に従い衛⽣⾯を強化いたしております。また、リゾート内では皆様の安全を守るため、政

府及び保健当局からのガイダンスに従い、ソーシャルディスタンスを保ち営業を⾏っております。従業員へはマスクの着

⽤を義務付け、就業時の検温や定期的な⼿洗いやアルコール消毒の実施など、健康と衛⽣⾯の管理を徹底しております。

詳細は公式ホ ームページをご覧ください。 ​



 

 

【ANAインターコンチネンタル万座ビーチリゾートについて】

ANAインターコンチネンタル万座ビーチリゾート（沖縄県国頭郡恩納村字瀬良垣2260、客室数400室、098-966-1211

）は国⽴公園で沖縄有数の景勝地でもある万座⽑をのぞみ、2009年4⽉にインターナショナルなラグジュアリーリゾー

トとして⼤規模なリニューアルを実施し、ロビーエリアから客室にいたるまで海をイメージに、⽩とブルーを基調とした

モダンで爽やかなインテリアで統⼀しました。また、2018年に誕⽣した県内最⼤級のクラブインターコンチネンタルラ

ウンジでは、パーソナルなワンランク上のサービスをご提供いたします。地元を知り尽くしたリゾート・コンシェルジュ

のサービスや、便利なリゾートセンターで、リゾートでの多様な過ごし⽅をご提案し、お客様の充実した滞在をサポート

します。https://www.anaintercontinental-manza.jp

当プレスリリースURL

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000026.000038627.html

ANAインターコンチネンタル万座ビーチリゾートのプレスリリース⼀覧

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/38627

広報担当：呉屋・⼩林

電話番号： 098-966-1211(代表)

Eメール：pr.manza@ihg.com

【IHGホテルズ&リゾーツ / IHG・ANA・ホテルズグループジャパンについて】

IHG ホテルズ& リゾーツ [LON:IHG, NYSE:IHG (ADRs)]は、True Hospitality for Goodを提供するグローバルホスピタリ

ティーカンパニーです。

下記の16ホテルブランドを展開し、世界100ヶ国以上に約6,000ホテルを有し、約1,800軒のホテルが開発中となってい

ます。また、IHG リワーズは、世界最⼤級のロイヤリティプログラムで、様々な特典をお楽しみいただいています。

・プレミアム: HUALUXE ホテルズ&リゾーツ, クラウンプラザ ホテルズ&リゾーツ, EVEN ホテルズ, vocoホテルズ

https://www.anaintercontinental-manza.jp
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000026.000038627.html
https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/38627


・ラグジュアリー &ライフスタイル: シックスセンシズ ホテルズ リゾーツ スパ, リージェント ホテルズ&リゾーツ, 

インターコンチネンタル ホテルズ&リゾーツ,キンプトン ホテルズ&レストランツ, ホテル インディゴ,

・エッセンシャルズ: ホリデイ・イン ホテルズ&リゾーツ, ホリデイ・イン エクスプレス,avid ホテルズ

・スイーツ: Atwell スイーツ, ステイブリッジ スイーツ, ホリデイ・イン クラブバケーションズ, キャンドルウッド スイー

ツ

⽇本国内では、2006年12⽉に、IHGとANAの業務提携によるジョイントベンチャー会社、IHG・ANA・ホテルズグルー

プジャパンを設⽴。2021年3⽉現在、5ブランド（インターコンチネンタル、キンプトン、ANAクラウンプラザ、ホリデ

イ・イン及びホリデイ・インリゾート、ホテルインディゴ）、37ホテル、約10,000室を展開しています。

今後もANAインターコンチネンタル安⽐⾼原リゾート、ANAクラウンプラザリゾート安⽐⾼原、ANAホリデイ・インリ

ゾート安⽐⾼原、ホテルインディゴ⽝⼭有楽苑、ホテルインディゴ軽井沢、インターコンチネンタル沖縄美らSUNリゾ

ートの開業を予定しており、⽇本においてもIHGホテルズ&リゾーツは拡⼤をし続け、更なる旅の選択肢を皆様にお届け

してまいります。
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